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　服 装に つ い て は さまざまな社会規範が あ っ て そ の 秩 序が 維持 され て い る 。 しか し最近の 個性
化、多様化、情報化、経済状況等に よる新 しい 生活様式の 社会現 象か ら、また年齢 に よ っ て も
服装 に対する規範意識 も変化 しつ つ ある 。 今回は、前 報で報告 した女子学生の 調査 と同 じもの
を女子学生の 母親 に も行 い 、両者の 服装に対する社会一般 の 服装期待 と個 人的評価 の 違 い を測
定す る と ともに 、独 自性欲求 との 関連性 を も検討 した 。
方 法
　服装 につ い て の 社会規範 は 、 年 齢、性別、場面、職場、和服 、 慎み 、 学校 の 制服 に関する そ
れ ぞれ 2〜 6項 目か ら構 成 される尺度を用 い 、社会的評価、個 人的評価 を測定 した 。 また独 自
性欲求は 、 Snyderの 尺度 （岡本の 翻訳）を用 い て測定 した 。
結 果
　母親 の 社会的評価 と個人的評価の 差は、学生 の それ より差 は小さ く、母親は学生 よ りも世間
の 考 え と個人の 考 えが接近 して い る こ とがわか る。 また 「G パ ン で 目上 の 入 の お宅 を訪問 しな
い 」 な どの 項 目に つ い て は社会的評価 よ りも個 人的評価 の 方が 厳 しくな っ て い る 。 学生 と母 親
の 独 自性欲求得点 に よっ て被験者を 3分 割 し、年齢や性別 な どの 規範の 種類別 に、社会的評価
と個 人的評 価 の 差の ス コ ア （D 得点 ） を算出 して比較 （分 散分 析） した と こ ろ 、 学生 は性 別、
職場 、 和服、学校 の 制服 、慎み に 関す る規範、母親は年 齢、性別、職 場、和服、学校の 制服に
関す る規範に つ い て独 自性欲求得 点の 大 きい グル
ープ の D 得点が有意に 大 きい こ とが わか っ た。
さ らに全項 目に わた っ て加算した社会的評価 （S ＞得点 、個 人的評価 （Y 〕得点お よび D 得点
の それ ぞれ に つ い て独 自性欲求得点 との 関連 を検討 した と こ ろ、独 自性欲求得点が大 きい もの
は Y 得点、D 得点が有意に大き い こ とが 認め られた 。
学　会　　日本家政学会第40回大会研 究発表会
期　 日　　昭和63年 5 月28日〜29日
場 所 　 日 本 女 子 大 学
一 115一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
